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V115b 高萩 / 日立 32 m 電波望遠鏡の整備状況 (15)
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KDDI から譲渡された直径 32 メートルの衛星通信用アンテナ 2 台 (日立アンテナ、高萩アンテナ) を、VLBI、
単一鏡、2 素子干渉計の形態で、6.7 GHz (メタノールメーザー)、8.4 GHz (連続波)、22 GHz (水メーザー、連
続波等) の観測が可能な電波望遠鏡にすべく 2009 年より改造作業を行い、2013年より科学運用を開始した。6.7
GHz メタノールメーザー源のモニター観測を、保守や VLBI 観測などが行われない限り毎日実施している。ま
た、VLBI 観測運用を年間 200–300時間程度、6.7 GHz, 8.4 GHz, 22 GHz において実施している (Yonekura et
al. 2016, PASJ, 68, 74)。これらの定常観測以外に、下記の観測モードの整備に着手した。
(1) 高感度・高精度 (10分積分 512 MHz 帯域で最小検出感度 ∼1 mJy [3-σ]) な電波連続波源の強度モニター観
測を目指し、高萩–日立 2素子干渉計の整備を行っている。サンプラーには、エレックス工業製リアルタイム相関
器 OCTAD-C (最大 8 GHz サンプリング [8 Gsps]) を用いる。2016年 11月より、1 GHz サンプリングモード (1
Gsps) での試験観測を開始した。現在は強度較正方法の確立、最小検出感度の検証、スケジューラーの整備など
を実施中である。今後、2 GHz および 4 GHz サンプリングモードの試験を行う。
(2) 少数基線 VLBI 観測 (高萩 32-m、日立 32-m、鹿島 34-m、山口 32-m の大口径アンテナ 4 台) による 6.7
GHz メタノールメーザー源の放射領域のサイズ変動の計測を目指し、2016年 10月より試験観測を開始した。サ
ンプラーには日本通信機製 K5/VSSP32 を用いている (16 MHz、4 bit サンプリング)。


